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2026年度 「袋井市総合防災訓練」説明会 

 

日 時：2026年７月４日（土）午前９時30分から午前11時まで 

場 所：メロープラザ 

 
――― 次   第 ――― 

１ 開会   

 

２ 挨拶 

 

３ 依頼・連絡事項  

（１）2026年度「袋井市総合防災訓練」について・・・ 資料１  

  ア 訓練概要について ・・・・・・・・・・・・ Ｐ２～Ｐ３ 

  イ 総合防災訓練の目的 ・・・・・・・・・・・ Ｐ４ 

  ウ 提出（報告）をお願いする書類と期限 ・・・ Ｐ４ 

  エ 袋井市総合防災訓練の訓練例 ・・・・・・・ Ｐ５～Ｐ24 

  オ 風水害への備えについて ・・・・・・・・・ Ｐ25～Ｐ28 

（２）静岡県・磐田市、袋井市、森町総合防災訓練について ・・・ 資料２  

（３）防災訓練等における磐田用水使用申請について（磐田用水東部土地改良区）   ・・・ 資料３  

（４）災害時避難行動要支援者計画（個別計画）の作成について（しあわせ推進課） ・・・ 資料４  

 

４ その他 

 

５ 閉会   

資料１ 

 

各種様式は、市ホームページ 「自主防災隊に関する各種様式」  

のページからダウンロードできます。 
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３ 依頼・連絡事項 
 

（１）2026 年度「袋井市総合防災訓練」について 
 

  ア 訓練概要について 
 
   訓練日時 2026 年８月 30 日（日） 午前９時 00 分から正午まで 
 
   実施機関 袋井市、自主(連合)防災隊、袋井消防本部、袋井市消防団、袋井警察署ほか 
 
   スローガン 「学び 話合い みんなで築こう 災害に強いまち」 
 
   訓練想定 

2026 年８月 30 日（日）午前９時に南海トラフを震源とする巨大地震が発生。市内全域で震度６ 

強から震度７を観測し、建物の倒壊や地盤の液状化、火災等が広範囲で発生している。 

また、海岸地域では、最大 10ｍの津波の到達が予想され、一部地域で浸水被害が発生する可能性が 

ある。 

今回の訓練では、被害の規模は「静岡県第４次地震被害想定」のレベル２を想定し実施します。 

 

   実施場所 市内各所（自主防災隊本部）、19 支部（市指定避難所）など   
 

重点項目 
   ❶ 班別安否確認体制の点検・確認と意見交換 

班別安否確認について、昨年度実施した２回の訓練で得られた成果を踏まえ、地域内での安

否確認の実施方法を再確認します。併せて、安否が確認できない方を速やかに把握するための

手法や体制、並びに 11 月に実施予定の『静岡県・磐田市・袋井市・森町 総合防災訓練』で行

う安否確認訓練の実施方法について、地域の課題を共有し、意見交換を行います。 



3 
 

 ❷ 初動期の防災対策の確認と知識習得 
11 月 15 日（日）に、会場型の実動訓練として「静岡県・磐田市・袋井市・森町 総合防災訓

練」を実施します。訓練に先立ち、初動期に必要な対応として簡易トイレの設置・運用や応急

手当等の防災対策を確認し、実務的な知識の習得を図ります。  

 

留意事項  
当日は熱中症予防のため、屋内での訓練の実施をお願いします。 

自主防災隊や連合防災隊が行っていた多数の住民の実動を伴う「安否確認・報告訓練」や「被害  
状況調査・報告訓練」は実施しません。 
 
屋外で訓練を計画する場合は、次の点に注意して訓練に取り組んでください。 

・日陰の利用や帽子の着用をするなど直射日光を避けてください。 

・こまめな休憩をとり、のどの渇きを感じなくても水分補給をしてください。  

・日中の暑い時間帯を避け訓練を朝方や夕方などに変更し実施することはできます。  
 
 

訓練中止の決定（判断） 
①から⑤のいずれかに該当する場合に訓練の実施について判断し、住民への連絡は、訓  

練当日の午前７時30分までに「同報無線」及び「メローねっと」によりお知らせします。 
 

① 南海トラフ地震に関連する情報が発表された場合  

② 市内にレベル３大雨警報・レベル３土砂災害警報・レベル３氾濫警報、暴風警報のいずれ 

かが発表された場合  

③ 市内で震度４以上の地震を観測した場合  

④ 大津波警報、津波警報、津波注意報が発表された場合  

⑤ その他市災害対策本部の開設が必要となった場合、又は訓練の実施が困難な場合  
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イ 総合防災訓練の目的 
総合防災訓練は、いざというときに備える大切な機会です。  

訓練を通じて、一人ひとりの備え（自助）や地域の助け合い（共助）を確認するとともに、関

係機関との連携を深めることを目的に、防災意識を高め、災害への備えを促す「防災週間」の８

月30日（日）に実施します。 

なお、熱中症対策のため、屋内（空調のある会場）を中心に、防災対策の確認や、知識の習得

を行います。暑さ対策として飲み物の持参、こまめな休憩の実施などにご協力ください。  

 

 

ウ 提出（報告）をお願いする書類と期限 
№ 提出期限  提出物 提出先 作成例集  

１ ８月７日（金） 「袋井市総合防災訓練」訓練計画書  

自主防災隊長 

⇓  

自主連合防災隊長 

Ｐ１ 

２ ８月14日（金） 「袋井市総合防災訓練」訓練計画書  

自主連合防災隊長  

⇓  

市 

Ｐ１ 

３ ９月７日(月) 「袋井市総合防災訓練」実施結果報告書  

自主防災隊長 

⇓  

自主連合防災隊長 

Ｐ７ 

４ ９月14日（月） 「袋井市総合防災訓練」実施結果報告書  

自主連合防災隊長  

⇓  

市 

Ｐ７ 
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エ 袋井市総合防災訓練の訓練例 
（ア）支部と自主連合防災隊が行う訓練例  

・訓練会場：市指定避難所などの屋内  

・訓練参加者：訓練を実施する会場の広さや大きさによって、実施できる人員  

№ 項  目 概    要 

１ 避難所設営訓練 

① 参加者（地域住民・避難者役）が主体となり、市指定避難所の設置や 

運営について意見交換を行います。  

現行の避難所マニュアルや避難所レイアウト（ゾーニング・動線・ト

イレ配置・備蓄位置など）を確認します。特に、要配慮者対応、プライ

バシー確保、衛生対策、物資管理の観点を重点的に検討します。  

② ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）を実施し、模擬運営を体験します。 

受付・名簿管理、居住スペースの配置、要援護者の対応、物資配分・ 

管理、情報伝達など、避難所設置・運営で考える事項を知り、改善策の 

意見交換を行います。 

２ 簡易トイレ取扱訓練 

 災害で上下水道が止まった際にまず困るトイレ対策として、簡易トイレ

を使用し、設置手順、使用上の注意、保管方法、汚物の処理・廃棄方法及

び衛生管理（消毒や消臭の方法）を学ぶ訓練を実施します。  

３ 応急手当訓練 

災害時に迅速かつ適切な初期対応ができるよう、講義形式で応急手当の

基礎知識を学びます。主な内容として、止血や搬送の基礎、骨折・捻挫・

熱中症などの応急処置、高齢者や持病のある方への配慮、感染対策などの

理解を深めます。 
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№ 項  目 概    要 

４ 重量排除救助訓練 
座学で地震等により倒壊した建物やブロック塀などの重量物に挟まれ

た人を応急的に救出する方法を学びます。 

５ 防災学習・防災啓発 

① クロスロード（災害対応ゲーム）を実施し、災害時の判断や対応を 

「自分ごと」として考え、参加者同士で多様な意見や価値観を共有しま  

す。事例提示→選択肢検討→議論の流れで、意思決定のプロセスとその  

背景にある考え方を確認します。  

② 家具固定や水害への備えなど、具体的な対策項目について、地域住民  

への効果的な周知方法（チラシ配布、ＳＮＳや回覧板の活用など）を検  

討します。 

実施手段や役割分担、周知のタイミングなどを検討し、実践につなげ 

ます。 

６ ペット同行避難訓練 
 避難所にペットを連れて避難された方への対応方法や事前に用意してお

くものなどを、静岡県中部保健所職員に講師を依頼し、講義を行います。 

※ 支部と自主連合防災隊が実施する訓練の講師は、袋井消防本部や中東遠総合医療センター等に依

頼可能です。 

（訓練計画書等作成例集Ｐ９「（１）自主連合防災隊単位に講師派遣ができる訓練項目」参照） 

まずは、支部内で訓練計画を検討のうえ、講師派遣を希望される場合は危機管理課災害対策係ま

でご連絡ください。なお、講師の依頼が重複した場合は調整させていただくことがあります。  

また、ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）やクロスロード（災害対応ゲーム）の貸出については、危機

管理課までご連絡ください。  

（数に限りがあり、貸出できない場合がございますので、ご了承ください。） 
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（イ）自主防災隊が行う訓練例 

・訓練会場：自治会公会堂等（自主防災隊本部）などの屋内  

・訓練参加者：訓練を実施する会場の広さや大きさによって、実施できる人員 

     【例】自主防災隊の役員のみ、自主防災隊の役員及び班長、各班から２名ずつ参加  など 

 

№ 項  目 概    要 

１ 

班別安否確認

方法の確認・ 

意見交換 

 

★重点項目 

(作成例集Ｐ２参照 ) 

 

地震等の発災時に迅速かつ確実に住民の安否を確認できるよう、班ごとに行って

いる安否確認の手順や報告方法の統一・改善について、確認・検討を行います。 

 

＜対象＞自主防災隊役員、班長、関係者など 

 

＜主な確認・意見交換事項＞ 

①   昨年度に実施した安否確認訓練の振り返り 

②   班ごとの安否確認手順 

③   報告様式と報告ルート（班→自主防災隊→自主連合防災隊への報告） 

④ 安否未確認者への対応フロー（未確認者の確認方法、人員が不足した場合の自

主防災隊への支援要請の方法・体制） 

⑤ 取りまとめ役（自主防災隊）の役割分担（集計や確認役等） 

⑥ 記録・報告書の保管方法 

 

※本資料Ｐ11、Ｐ12の参考資料（基本方針等）をもとに昨年度実施した２回の訓

練から見えた課題や改善点について、意見交換をお願いします。  

また、黄色い旗を掲げることにより安否確認を実施し、安否確認を実施している

場合は様式、報告方法について、検討をお願いします。 
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№ 項  目 概    要 

２ 

簡易トイレ 

取扱訓練 

 

☆推奨項目 

(作成例集Ｐ３参照 ) 

災害時、上下水道等が止まると真っ先に困るトイレ対策として、座学で簡易トイ

レの使い方や管理・処理方法などの取扱方法を学ぶとともに自主防災隊が備蓄して

いる簡易トイレを使用して訓練を行います。 

 

※本資料24ページの⑯⑰のチラシや以下、記載の動画を使用し、簡易トイレ等の使

用方法や備蓄についての周知啓発をお願いします。  

【参考動画】 

・【保存版】災害時のトイレの備え │ 携帯トイレの使い方を覚え災害に備えま

しょう。 

https://www.youtube.com/watch?v=zbgP2szw2mk 

 

・災害時、水洗トイレは使えない（日本トイレ研究所） 

https://www.youtube.com/watch?v=z8q2FvNgrsM&t=171s 

３ 

応急手当・ 

救護訓練 

(作成例集Ｐ４参照 ) 

災害時に負傷者が発生した際、最も身近な人が、止血・冷却・固定・心肺蘇生な

ど適切な対応ができるよう訓練を行います。 

※地域内の看護師や消防団などの経験者を講師として実施していただき、次の動画

を参考に訓練の実施をお願いします。  

【参考動画】 

・一般市民向け応急手当ＷＥＢ講習（総務省消防庁） 

https://www.fdma.go.jp/relocation/kyukyukikaku/oukyu/03hajimete/03_00.html 

 

・日本赤十字社の電子講習サイト（日本赤十字社）↓  

https://www.jrc.or.jp/lp/webcross/movie.html 

 

https://www.youtube.com/watch?v=zbgP2szw2mk
https://www.youtube.com/watch?v=z8q2FvNgrsM&t=171s
https://www.fdma.go.jp/relocation/kyukyukikaku/oukyu/03hajimete/03_00.html
https://www.jrc.or.jp/lp/webcross/movie.html
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№ 項  目 概    要 

４ 

防災学習・ 

防災啓発 

(作成例集Ｐ５参照 ) 

 災害用伝言ダイヤル171・災害用伝言板web171の体験（作成例集Ｐ15、16）や、 

袋井市浸水ハザードマップ・静岡県総合防災アプリ「静岡県防災」・「重ねるハザ

ードマップ」（国土地理院）・「地域防災web（あなたの地域を知ろう）」（防災科

学技術研究所）などで地域の災害の危険性や避難場所等を確認・共有します。 

 

・静岡県防災アプリ（静岡県）  

https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/bosaijoho/bosaiapli/index.html  

・重ねるハザードマップ（国土交通省）  

https://disaportal.gsi.go.jp/maps/?ll=35.353216,138.735352&z=5&base=pale&vs=c1j0l0u0t0h0z0  

・地域防災ＷＥＢ（防災科学技術研究所） 

https://chiiki-bosai.jp/ 

５ 

避難行動要支

援者の避難支

援訓練 

(作成例集Ｐ６参照 ) 

避難行動要支援者の避難計画について、避難場所や市指定避難所までの行動支援

について、確認と更新を行います。 

※資料４を確認の上、次の動画を使用し計画の作成・更新をお願いします。  

 

【参考動画】 

・個別避難計画の作成・活用について（避難行動要支援者・支援者向け）  

https://www.youtube.com/watch?v=i9M8CMTV2-w（東京都） 

 

 

 

 

https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/bosaijoho/bosaiapli/index.html
https://disaportal.gsi.go.jp/maps/?ll=35.353216,138.735352&z=5&base=pale&vs=c1j0l0u0t0h0z0
https://chiiki-bosai.jp/
https://www.youtube.com/watch?v=i9M8CMTV2-w
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参考（静岡県第４次地震被害想定の概要） 

 

 ♦南海トラフ地震のレベル２ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生する頻度はきわめて低いが、発生すれば甚大な被害をもたらす、あらゆる可能性を考慮した

最大クラスの地震及び津波による被害を想定したもの。 
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参考（自治会の班単位等の安否確認について） （作成例集Ｐ２参照） 
 

１ 班単位等の安否確認のねらい 

大規模地震発生時に、いち早く住民の皆さんの安否確認や救出･救助を行うには、顔の見
える関係を生かした自治会の班単位等で安否確認を実施することが効果的であることから、
自治会の班ごとに集合し、安否確認を行うものです。 

※ 災害発生から 72 時間（3 日間）が、人命救助において重要です。 

阪神・淡路大震災の教訓から、消防や警察、自衛隊などの公的機関による救助よりも、近隣住民に 

よる迅速な救出活動が、公的機関による救助より高い生存率につながることが分かっています。 
 

２ 班単位等による安否確認の流れ 
① 自治会の各班単位等で定めた集合場所へ、地震が発生（震度４以上など）した場合には、班員全員が集合場所

に集まってください。 

（地域毎に決められている黄色い旗などを用いて確認する方法でも構いません。）  
 

② 地震発生時には、班単位の集合場所で、班長等が班内の世帯員の安否状況を聞き取り調査し、「班別安否確

認シート 様式第 8-3 号（Ｐ13）」に取りまとめてください。 
 

③ 班長等は、班員から聞き取り調査した結果を公会堂等の自主防災隊の災害対策本部に報告してください。 
 

④  無事であった班員は、班内の安否不明者の所在確認や必要に応じ救出救助を行ってください。 

また、班員全員が無事だった場合には、協力できる方は、自主防災隊の本部へ集まり、自主防災隊の活動に協力

してください。 
 

⑤ 特に一人暮らしの高齢者など、災害時の避難に支援が必要な方がいる世帯には、積極的に声を掛け、安否確認

を行ってください。 
 

⑥ 自主防災隊役員は、把握した安否情報を基に、自主防災隊・災害対策本部（公会堂等）に集合した班員と協

力して、自治会住民の捜索、救出・救助活動及び初期消火等を行ってください。 
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参考（安否確認の基本方針） 令和７年７月５日総合防災訓練説明会説明資料  

袋井市の安否確認の基本方針 

 袋井市では、発災後３日（72 時間）を過ぎると生存率が著しく低下（人命救助のタイムリミット）することから、公助

（消防、自衛隊など）が届くまでの間に、自主防災隊による迅速な「安否確認」と「被害状況確認」により、共助による

「応急救助」、「応急手当」活動につなげ、人命救助を行うこととする。 

 このため、市が、市内に居住するすべての人々（住民票の有無は問いません）の安否確認を、自主防災隊（自治会）

の協力を得て行い、その結果を取りまとめ、効果的な支援につなげる。 

 
 

・自治会（自主防災隊）は、世帯毎に自主防災台帳を作成し、自治会が管理  

する。  

・班長は、発災時速やかに安否確認を行うため、事前に班内の各世帯の情報  

を可能な範囲で確認し、「班別安否確認シート」の「世帯名」や「世帯人  

数」などの欄をあらかじめ記載しておく。  

 
 

・班長（代表者）が、班で決めた集合場所において各世帯の安否確認を実施  

する。  

 ※  安否確認方法は、各地域独自の安否確認方法（安否確認カードや、黄色  

いハンカチまたは旗などの掲揚）を用いて行うことも可能とする。  

・自主防災隊長は、班長からの安否情報、被害情報をとりまとめ、自主連合  

防災隊本部へ報告する。  

・自主連合防災隊長は、管轄する自主防災隊分をとりまとめ、市（支部）へ  

報告する。  

安否確認の原則  

平時 

発災時 
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参考（班別安否確認シート様式） 
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参考（自治会安否確認シート） 
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参考（防災啓発チラシ） 

防災啓発チラシをご活用ください 

 

 

 

①地域防災情報の入手はメール・LINE で受信できる「メローねっと」を利用しよう！ 
 通常版             やさしい日本語版        ナッジ（そっと後押しする仕組み）版 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

地域への啓発に活用してください！ 
 

 

 

スマートフォンから申請できます。  
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②住み慣れた我が家の安全確保！耐震補強工事は家族を守ります 

③いざという時のために「防災ベッド」「耐震シェルター」で命を守る備えを。    
④耐震性がない木造住宅の取壊しには補助制度のご利用を！！         

 

②                ③                ④ 
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⑤家具はガッチリ固定補助制度を利用しましょう！！    

  通常版               ナッジ（そっと後押しする仕組み）版 
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⑥瓦を風からまもります“耐風改修”  

⑦あなたの家のブロック塀は安全ですか？危険なブロック塀をなくそう  
 
 ⑥                  ⑦ 
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⑧備えると蓄えること。非常持出し品を今すぐ準備しよう。 

  通常版                    やさしい日本語版  
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⑨感震ブレーカーは、地震の時、自動で電気を遮断。設置しましょう。 

⑩災害時における備蓄物資について  
⑪「命」を守るセールスマン【重点項目】水とトイレの備蓄をしましょう！！ 
 

 ⑨                 ⑩                 ⑪ 
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⑫大規模災害時の応急救護について 

⑬未来 CreateClub チラシについて（防災バッグを準備しよう） 
⑭南海トラフ地震－その時の備え－【南海トラフ地震臨時情報について】 
 

⑫                 ⑬                 ⑭ 
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⑮災害時の備蓄は「食べ慣れた食品」も活用しよう！ 
⑯そうだ！！「携帯トイレ」も備蓄しよう！ 
⑰災害時のトイレ、「なんとかなる」と思っていませんか？ 

 
 ⑮                 ⑯                 ⑰ 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 



25 
 

オ 風水害への備えについて 

風水害の啓発に活用してください！ 
 

◆浸水ハザードマップについて 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

・令和８年４月にこれまでの対象河川に加え、中小河川の洪水や内水氾濫を想定した 

「浸水ハザードマップ」を配布しました。 

 

・「「浸水ハザードマップ」は、災害リスクや避難の基礎知識、警戒レベルなどを事前 

に学ぶ「ガイドブック」と、氾濫による浸水想定区域や避難場所などを示す「地図 

面」（洪水・内水）で構成します。 
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◆風水害に対する心得 と 避難時の留意点 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

●風水害に対する心得 

1. 水害が起きることを前提で行動する 

2. 水害をイメージする 

3. 命を優先し最善をつくす 

4. 自分の身は自分で守る 

5. 情報は自分で取りに行く 

6. 想定にとらわれない 

●避難時の留意点 

1. 安全な避難経路の確認 

2. 正確な情報収集と早めの避難 

3. 動きやすい服装と非常持出品を持って避難 

4. 氾濫水に対する知識 

5. 車で避難する時の注意 

6. 浸水が生じている場合や避難が遅れた場合 

最優先は、「命」 状況が悪化しそうなら迷わず避難 
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◆気象情報・避難情報の入手方法  

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 最新情報を自ら取得することが大切です。 

 災害時には、様々な要因で情報があなたの手元に届きにくくなることがあります。 

 情報をただ待つだけでなく、災害が発生しそうなときは、自ら情報を収集して周り

の状況に注意しましょう。 

●自動配信されるもの 

  PUSH（プッシュ）型 

 ・静岡県総合防災アプリ 

 ・メローねっと 

 ・同報無線 

●自身で収集するもの 

  PULL（プル）型 

 ・袋井市気象観測システム 

 ・キキクル（気象庁ホームページ） 

 ・袋井市ホームページ 

 ・静岡県サイポスレーダー（河川水位など） 
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◆自宅の災害リスク  
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 「自宅の災害リスク」と「とるべき行動」の確認 

①ハザードマップで自分の家はどこにあるか確認しましょう 

②家がある場所に色が塗られていますか？ 

③とるべき行動を確認しましょう 

 ・避難する場所（親戚宅、知人宅、避難所など）を考えましょう 

 ・避難のタイミングを考えましょう 

 ・避難方法、避難ルートを考えましょう 
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（参考）総合防災訓練時の水消火器の貸し出しについて 
① 申請 

８月７日（金）までに「水消火器借用申請書」を危機管理課へ提出してください。 
 

② 貸出 
準備が整いましたら自主防災隊長へ通知を郵送いたします。 
通知に記載の期間内に防災センターで貸し出しをします。 

 
③ 返却 

使用後、通知に記載の期間内に防災センターへ返却してください。 
※ 希望が多い場合は、本数を調整する場合がありますのでご了承ください。 
 

（参考）可搬ポンプ・ろ水機の修理について 
可搬ポンプ、ろ水機は市からの貸与品です。 

故障したら、「可搬ポンプ・ろ水機修理依頼書」を市へ提出してください。 

 

＜修理までの流れ＞ 

① 修理依頼書を市に提出してください。 

 

② 修理業者から自主防災隊へ日程調整の連絡をします。 

 

③ 平日に業者が、保管場所への出張し可搬ポンプ、ろ水機を回収、修理後に返却します。 

   ※自主防災隊のご連絡先は、自主防災隊長に限らず、平日に対応が可能な方でお願いいたします。 

※ 市が修理費用を負担する範囲 

・可搬ポンプ…可搬ポンプ本体、台車、吸管、蛇篭（ホース、筒先は除く） 

・ろ水機…ろ水機本体（カートリッジ、試薬は除く） 

 

 【問合せ先】危機管理課 災害対策係（TEL：86-3701） 

【依頼書提出先】袋井市防災センター３階（FAX:86-5522） 

水消火器借用申請受付  

スマートフォンから申請できます 

可搬ポンプ・ろ水機受付  

スマートフォンから申請できます 


